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1. 2021年3月期の連結業績（2020年4月1日～2021年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期 41,502 △3.4 9,482 206.1 6,641 114.5

2020年3月期 42,970 △4.9 3,097 △67.6 3,096 △50.2

（注）包括利益 2021年3月期　　22,508百万円 （―％） 2020年3月期　　△8,794百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年3月期 156.80 156.53 4.4 0.2 22.8

2020年3月期 72.92 72.77 2.1 0.1 7.2

（参考） 持分法投資損益 2021年3月期 110百万円 2020年3月期 114百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期 3,330,943 158,537 4.7 3,810.73

2020年3月期 2,997,845 138,003 4.5 3,243.76

（参考） 自己資本 2021年3月期 158,325百万円 2020年3月期 137,769百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　 なお、本「自己資本比率」は自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2021年3月期 224,249 △128,306 △2,284 327,645

2020年3月期 △95,552 △15,809 △1,586 233,985

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 1,277 41.1 0.8

2021年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 1,264 19.1 0.8

2022年3月期(予想) ― 15.00 ― 15.00 30.00 24.4



3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 19,000 △6.4 3,700 △6.8 2,500 △9.3 60.17

通期 38,700 △6.7 8,100 △14.5 5,100 △23.2 122.75

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期 42,900,000 株 2020年3月期 42,900,000 株

② 期末自己株式数 2021年3月期 1,352,825 株 2020年3月期 427,921 株

③ 期中平均株式数 2021年3月期 42,358,303 株 2020年3月期 42,458,162 株

（参考）個別業績の概要

1. 2021年3月期の個別業績（2020年4月1日～2021年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期 41,483 △3.3 9,169 240.7 6,525 125.3

2020年3月期 42,902 △5.5 2,691 △71.8 2,895 △54.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2021年3月期 153.60 153.34

2020年3月期 68.00 67.86

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期 3,326,734 152,401 4.5 3,655.52

2020年3月期 2,995,959 133,993 4.4 3,143.43

（参考） 自己資本 2021年3月期 152,324百万円 2020年3月期 133,893百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　 なお、本「自己資本比率」は自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 2022年 3月期の個別業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 19,200 △6.2 3,700 △7.1 2,600 △9.6 62.39

通期 38,700 △6.7 7,800 △14.9 5,000 △23.3 119.99

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
当行としてその実現を約束するものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

当期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、雇用・所得環境に下

押し圧力がかかり、個人消費を中心に大幅な落ち込みとなるなど、極めて厳しい状況となりま

した。緊急事態宣言が解除された 6月以降は、経済活動が徐々に再開するもとで、輸出や生産

が緩やかに回復するなど、持ち直しの動きもありましたが、新型コロナウイルス感染症の再拡

大に伴い、サービス業を中心とした消費などに依然として弱さがみられました。 

当行の主要地盤であります四国地区の経済におきましては、新型コロナウイルス感染症の影

響により、個人消費や労働需給において弱い動きもみられましたが、公共投資が高水準を維持

し、設備投資や生産にも持ち直しの動きが拡がるなど、全体として持ち直しの動きがみられま

した。 

金融面では、円相場は、期首の 1米ドル 107 円台から、雇用などの米国の経済指標が改善し

たことなどを受け、109 円台まで円安が進みました。その後、米国と中国の対立や新型コロナ

ウイルス感染症再拡大の懸念から、102 円台まで円高が進行しましたが、米国の長期金利上昇

に伴いドルを買う動きが優勢となり、期末には 110 円台となりました。日経平均株価は、期首

の 1万 8千円台から、景気や企業業績の悪化懸念もあり、1万 7千円台まで下落しました。そ

の後は、米国と中国の対立や新型コロナウイルス感染症の再拡大への懸念がある一方で、各国

の緩和的な金融政策の継続、米国の追加経済対策やワクチン接種の進展による経済正常化への

期待等から、1990 年 8月以来の水準となる 3万円まで上昇し、期末には 2万 9千円台となりま

した。長期金利は、日本銀行による無制限の国債買入政策の決定により、マイナス水準まで低

下した後、経済活動再開への期待等からプラス圏まで上昇しました。その後は狭い範囲でのも

み合いが続くなか、米国の長期金利の上昇や日本銀行による長期金利の変動幅拡大に関する報

道を受け、一時約 5年ぶりの水準となる 0.1%台後半まで上昇しましたが、期末には 0.0％台と

なりました。 

このような金融経済情勢のもとにありまして、当期の連結経営成績は、以下のとおりとなり

ました。 

経常収益は、国債等債券売却益の減少等により、前期比 14億 68 百万円減少し 415 億 2 百万

円となりました。経常費用は、貸出金償却や株式等償却の減少等により、前期比 78億 53 百万

円減少し 320 億 20 百万円となりました。この結果、経常利益は、前期比 63億 85 百万円増加

し 94億 82 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は、同 35億 45 百万円増加の 66 億 41 百

万円となりました。 

（２）当期の財政状態の概況 

（預金等） 

預金につきましては、個人預金や法人預金が増加し、前期末比 2,084 億円増加の 2兆 8,474

億円となりました。また、譲渡性預金を含めた預金等につきましては、前期末比 2,281 億円増

加の 2兆 9,043 億円となりました。 
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（貸出金） 

貸出金につきましては、引き続きアセット構造の改革を進め大・中堅企業向け貸出金は減少

しましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う資金繰り支援に積極的に対応しました結

果、中小企業等貸出金が増加し、前期末比 922 億円増加の 1兆 8,770 億円となりました。 

（有価証券） 

有価証券につきましては、運用を強化し、投資信託や外国証券等を購入しました結果、前期

末比 1,490 億円増加の 9,672 億円となりました。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、預金の増加等により 2,242 億 49 百万円のプラスとな

りました。前期比では 3,198 億 1 百万円増加しております。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出が有価証券の売却や償還

による収入を上回ったこと等により 1,283 億 6 百万円のマイナスとなりました。前期比では

1,124 億 97 百万円減少しております。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払や自己株式の取得による支出等により

22 億 84 百万円のマイナスとなりました。前期比では 6億 98 百万円減少しております。 

この結果、現金及び現金同等物の当期末残高は、当期中に 936 億 59 百万円増加し 3,276 億

45 百万円となりました。 

 

（４）今後の見通し 

（2022 年 3 月期（2021 年 4月 1 日～2022 年 3月 31 日）の見通し） 

2021 年度の業績見通しにつきましては、経常収益 387 億円（中間期 190 億円）、経常利益

81 億円（中間期 37 億円）、親会社株主に帰属する当期純利益 51 億円（中間期 25 億円）を見

込んでおります。 

なお、上記の業績見通しは、業績に影響を与える経済環境の変化等不確実な要因について、

現時点における仮定を前提としております。なかでも新型コロナウイルス感染症の影響に関し

ては、今後一定程度継続するとの想定のもと、一部の業種等への影響は一時的に深刻となるも

のの、政府や地方公共団体の経済対策や金融機関による支援等により、多額の与信関係費用が

発生する事態には至らないという仮定をおいております。しかしながら本感染症は、経済、企

業活動に広範な影響を与える事象であり、今後の広がり方や収束時期等を予想することは困難

なことから、想定を超えて与信関係費用が増加するなど、実際の業績は、これらの前提条件の

様々な変化により異なる結果となる可能性があります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループの業務は、現在日本国内に限定されており海外での活動がないことから、当面は

日本基準を採用することとしております。現時点ではＩＦＲＳ（国際財務報告基準）適用の予定

はありませんが、同業他社の適用動向等を踏まえ、適切に対応してまいります。 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,474 9,339

減価償却費 2,396 2,262

減損損失 599 227

持分法による投資損益（△は益） △114 △110

貸倒引当金の増減（△） △5,025 △5

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 193 △2,325

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1 4

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 0

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △255 △207

ポイント引当金の増減額（△は減少） 7 5

資金運用収益 △28,511 △28,110

資金調達費用 2,687 1,415

有価証券関係損益（△） 528 △1,697

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △99 △170

為替差損益（△は益） △5 △1

固定資産処分損益（△は益） 23 △85

貸出金の純増（△）減 △10,638 △92,247

預金の純増減（△） △2,916 208,452

譲渡性預金の純増減（△） △41,921 19,742

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減（△） △29,182 81,053

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △5,150 △2,597

コールローン等の純増（△）減 2,297 2,990

商品有価証券の純増（△）減 0 △2

コールマネー等の純増減（△） 15,299 1,190

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） △23,592 5,885

外国為替（資産）の純増（△）減 △1,170 △4

外国為替（負債）の純増減（△） 38 △22

資金運用による収入 28,560 27,203

資金調達による支出 △2,883 △1,663

その他 2,240 △4,345

小計 △94,116 226,178

法人税等の支払額 △1,435 △1,928

営業活動によるキャッシュ・フロー △95,552 224,249

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △254,119 △329,834

有価証券の売却による収入 107,203 158,108

有価証券の償還による収入 132,295 45,050

金銭の信託の増加による支出 － △1,000

有形固定資産の取得による支出 △851 △728

有形固定資産の売却による収入 205 549

無形固定資産の取得による支出 △537 △442

資産除去債務の履行による支出 △4 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,809 △128,306
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当ありません。 

（６）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当ありません。 

（７）連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報） 

  当行グループは、一部で銀行業以外の事業を営んでおりますが、それらの事業は量的に重要性

が乏しく、報告セグメントは銀行業単一となるため、記載を省略しております。 
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 （１株当たり情報） 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 (自  2019 年 4 月 1 日 (自  2020 年 4 月 1 日 

 至  2020 年 3 月 31 日) 至  2021 年 3 月 31 日) 

１株当たり純資産額 3,243 円 76 銭 3,810 円 73 銭 

１株当たり当期純利益 72 円 92 銭 156 円 80 銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 72 円 77 銭 156 円 53 銭 

(注) 算定上の基礎 

            (1) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

           前連結会計年度 当連結会計年度 

  2020 年 3 月 31 日 2021 年 3 月 31 日 

純資産の部の合計額 百万円 138,003 158,537 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 233 212 

  うち新株予約権 百万円 100 77 

  うち非支配株主持分 百万円 133 135 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 137,769 158,325 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期

末の普通株式の数 

千株 42,472 41,547 

 

 (2) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりで

あります。 

           前連結会計年度 当連結会計年度 

  

(自 2019 年 4 月 1 日)      

(至 2020 年 3 月 31 日) 

(自 2020 年 4 月 1 日)      

(至 2021 年 3 月 31 日) 

１株当たり当期純利益    

  親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 3,096 6,641 

  普通株主に帰属しない金額 百万円 － － 

  普通株式に係る親会社に帰属する 

当期純利益 

百万円 3,096 6,641 

  普通株式の期中平均株式数 千株 42,458 42,358 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益    

  親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － － 

  普通株式増加数 千株 88 73 

    うち新株予約権 千株 88 73 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要 

 － － 

 

 

（重要な後発事象） 

      該当ありません。 
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　当事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 25,000 6,563 6,563 17,593 60,000 7,785 85,379

当期変動額

剰余金の配当 △1,278 △1,278

当期純利益 6,525 6,525

自己株式の取得

自己株式の処分 △43 △43

土地再評価差額金の取崩 238 238

利益準備金の積立 255 △255 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― 255 ― 5,185 5,441

当期末残高 25,000 6,563 6,563 17,849 60,000 12,971 90,820

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △500 116,442 14,045 △5,618 9,024 17,451 100 133,993

当期変動額

剰余金の配当 △1,278 △1,278

当期純利益 6,525 6,525

自己株式の取得 △724 △724 △724

自己株式の処分 97 53 53

土地再評価差額金の取崩 238 238

利益準備金の積立 ― ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
12,006 1,848 △238 13,616 △22 13,593

当期変動額合計 △626 4,814 12,006 1,848 △238 13,616 △22 18,408

当期末残高 △1,127 121,256 26,052 △3,770 8,785 31,067 77 152,401
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５５５５．その他．その他．その他．その他    

役員の異動（2021 年 6月 29 日付予定） 

（１）代表取締役の異動 

該当ありません。 

（２）その他役員の異動 

① 新任取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補 

取締役 濱 田 博 之 （現 事務統括部長） 

② 退任予定取締役（監査等委員である取締役を除く。） 

常務取締役 黒 下 則 之  (現 常務取締役本店営業部長) 

 退任後、四銀総合リース株式会社 代表取締役社長 就任予定 

以 上 
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